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　移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）に

(1)

(2)

(1)

(2)

①

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につい

②

(3)

(4)

おります。

　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権

　子会社清算損失引当金

　在外子会社の清算に伴い発生が見込まれる損失に備えるため、清算に要する費用等の見積額を計上して

　役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

４．外貨建の資産または本邦通貨への換算の基準

ます。

個 別 注 記 表

【１．重要な会計方針に係る事項に関する注記】

１．資産の評価基準及び評価方法

　子会社株式は移動平均法による原価法により評価しております。

　その他有価証券のうち、市場価格のない株式等以外のものは、期末日の市場価格等に基づく時価法

定しております。）

　自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（5年）に基づく定額法によって

おります。

３．引当金の計上の方法

２．固定資産の減価償却の方法

　有形固定資産については定率法を採用しております。

　ただし、1998年4月1日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年4月1日以降に取得した

建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

　無形固定資産については定額法を採用しております。

によっております。（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算

　市場価格のない株式等は、移動平均法による原価法によっております。

　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　有価証券の評価基準及び評価方法

よっております。

等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込み額を計上しております。

　退職給付引当金

　従業員に対する退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、計上し

　退職給付見込額の期間帰属方法

ております。

　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数に

よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により費

用処理しております。

　外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ては、給付算定式基準によっております。

　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
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進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原価の割合(インプット法)で算出しております。

1,944,646 千円

14,819,972 千円

1,241,500 千円

325 千円

21,141,651 千円

4,020,375 千円

697,049 千円

100,428 千円

　当社は、以下の５ステップアプローチに基づき、顧客への財やサービスの移転との交換により、その権利

　当社は主として、鉄鋼製品等の販売、各種工事を行っております。

５．収益及び費用の計上基準

【３．損益計算書に関する注記】

短期金銭債権

短期金銭債務

長期金銭債権

販売費及び一般管理費

営業取引以外の取引高

仕入高

を得ると見込む対価を反映した金額で収益を認識しております。

　ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する

　ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する

　ステップ３：取引価格を算定する

　ステップ２：契約における履行義務を識別する　

　ステップ１：顧客との契約を識別する

　取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、金融要素は含んでおりません。

めに回収した金額を差し引いた手数料の額で収益を表示しております。

社が第三者のために代理人として取引を行っている場合には、顧客から受け取る対価の総額から第三者のた

　当社が当事者として取引を行っている場合には、顧客から受け取る対価の総額で収益を認識しており、当

　鉄鋼製品等の販売については、製品を顧客に引き渡した時点で、顧客に製品の法的所有権、物理的占有、

製品の所有に伴う重大なリスクおよび経済価値が移転し、支払を受ける権利が確定するため、履行義務（鉄

鋼製品等の引渡し）が充足されると判断し、その時点で収益を認識しております。

売上高

　工事契約については、契約期間にわたる工事の進捗に応じて履行義務が充足されるため、原則として履行

義務の充足に係る進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。履行義務の充足に係る

６．ヘッジ会計の処理

　為替予約等について振当処理の要件を満たしている場合には、振当処理を採用しております。

１．有形固定資産の減価償却累計額

【２．貸借対照表に関する注記】

１．関係会社との取引高

２．関係会社に対する金銭債権及び債務
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828,026 株

(1)

(2)

194,894 千円

138,403 千円

24,268 千円

19,182 千円

236,260 千円

613,008 千円

△ 104,215 千円

508,792 千円

36,843 千円

36,843 千円

471,949 千円

繰延税金資産

繰延税金負債

【４．株主資本等変動計算書に関する注記】

 １．当該事業年度末における発行済株式の種類及び総数

 ２．剰余金の配当に関する事項

　基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当事業年度末後となるもの

　配当金支払額

【５．税効果会計に関する注記】

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

その他

未払事業税

未払賞与

退職給付引当金

繰延税金資産合計

評価性引当額

繰延税金資産小計

その他有価証券評価差額金

貸倒引当金

普 通 株 式

繰延税金負債合計

繰延税金資産の純額

２．グループ通算制度の適用

　当社は、グループ通算制度を適用しております。

決議

2025年6月25日
2025年3月31日

定 時 株 主 総 会

株式の種類 配当金の総額 効力発生日1株当たりの配当額 基準日

253,996千円 2025年6月26日306円75銭普通株式

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 1株当たりの配当額

2026年6月25日

定 時 株 主 総 会

利益
剰余金

効力発生日

2026年6月26日193円06銭

基準日

2026年3月31日159,858千円普通株式
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(1)

(2)

(3)

①

②

(単位：千円)

貸借対照表計上額 時価 差額

70,032,005 70,032,005 －

538,182 538,182 －

70,570,187 70,570,187 －

70,343,878 70,343,878 －

200,000 200,000 －

70,543,878 70,543,878 －

　レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

　レベル２の時価：レベル1のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

　レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

ープ金融のCMSと手形債権流動化、売掛債権流動化、及び国内金融機関からの借入れを手段として行って

おります。

　金融商品に対する取組方針

　当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、資金調達についてはJFEホールディングスグル

　営業債権である受取手形、電子記録債権及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。

に晒されています。

　営業債務である電子記録債務及び買掛金は、１年以内の支払期日であり、借入金は金利の変動リスク

企業の株式であります。

　投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主に業務上の関係を有する

③　電子記録債務及び買掛金

④　短期借入金

ん。また、現金は注記を省略しており、預金及び預け金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する

ことから、注記を省略しております。

　金融商品に係るリスク管理体制

　信用リスク（取引先の契約不履行に係るリスク）の管理

います。

　当社は、不良債権の発生防止、債権の質の向上のため「信用管理規程」を制定し与信管理を行って

　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　金融商品の内容及びそのリスク

【６．金融商品に関する注記】

１．金融商品の状況に関する事項

ています。

　メインバンクをはじめとし、他金融機関とも良好な関係を維持し、引き続き流動性の確保に配慮し

２．金融商品の時価等に関する事項

　2026年3月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりです。

（注）

　なお、市場価格のない株式等（貸借対照表計上額848,071千円）は、「投資有価証券」には含めておりませ

負　債　計

①　受取手形、電子記録債権、売掛金及び
　　契約資産

②　投資有価証券

資　産　計

　時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分

類しております。

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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①

②

　　これらの時価については、取引所の価格によっております。

③ 　電子記録債務及び買掛金並びに④　短期借入金

　　　これらは短期間で決済される為、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(1) 27,467.60 円

(2) 626.69 円

であります。

以上

【７．１株当たり情報に関する注記】

１株当たり当期純利益

１株当たり純資産額

　「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「５．収益及び費用の計上基準」に記載のとおり

【９．その他の注記】

【８．収益認識に関する注記】

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　なし

　投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価を

レベル１の時価に分類しております。

　受取手形、電子記録債権、売掛金及び契約資産

　これらは短期間で決済される為、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
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